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● 衆議院議員滋賀三区
● 公認会計士
● 国際公認投資アナリスト（CIIA○R）
● 農業経営アドバイザー
　 （日本政策金融公庫大津支店）　

平成29年 第48回衆議院総選挙で三期目当選。
令和 3 年 第49回衆議院総選挙で四期目当選。
令和 5 年 農林水産副大臣
令和 6 年 農林水産副大臣

昭和47年1月21日 草津生まれ草津育ち。
祖父の本家は栗東市林。 
草津第二小学校・草津中学校・大谷高校卒業。

平成 7 年 慶應義塾大学商学部卒業。
 国家公務員採用Ⅰ種（経済職）合格。
平成 6 年 大学在学中から
 衆議院議員政策担当秘書を務め、
 児童虐待防止法、特定非営利活動(ＮＰＯ)
 促進法などの法案策定に従事。
平成15年 公認会計士試験第二次試験合格、
 新日本監査法人にて多くの民間企業、
 自治体の監査に従事。
平成24年 第46回衆議院総選挙で初当選。
平成26年 第47回衆議院総選挙で二期目当選。

（～平成12年）

武村展英（のぶひで）
プロフィール

LINEHP Facebook 後援会員・
党員募集中！最新情報発信中！！
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宮本かずひろさん

自民党
前守山市長 （国土交通省出身）

つかさ隆史さん

公明党
大阪市会議員

宮本さん、つかささんとともに自公で施策を前に進めます！

初当選以来、取り組んできたインフラ整備につ
いて、ようやく形が見えてきました。今後は、次
期国土強靭化中期実施計画を早期に策定し、湖
南・甲賀地域の渋滞解消及び安全対策、河川の
整備を進めます。

名神名阪連絡道路
⑤ 重要物流道路の計画区間に指定、

着実に前進(調査段階)

国道1号バイパス（栗東水口道路Ⅱ）
⑥ 四車線化の早期開通に向け

調査設計及び取得用地管理工事を推進

国道１号水口道路〈三工区〉
⑦ 四車線化の早期開通に向け

調査設計及び取得用地管理工事を推進

大津湖南幹線〈守山市小島町～野洲市木部〉
⑧ 令和６年度暫定供用予定

新名神高速道路
⑨ 令和６年度中に大津JCTから

城陽JCTまでが供用開始予定

国道8号バイパス（野洲栗東道路）
アスベストを含む土壌の処分で
令和7年度供用が遅れる見通し

①

国道1号バイパス（栗東水口道路Ⅰ）・山手幹線
令和７年度供用開始②

国道8号バイパス（野洲～近江八幡）
初めて調査費を計上③

国道1号バイパス（大津山科道路）
計画策定段階に④

湖南・甲賀地域のインフラ建設の
加速化に取り組んでいます！
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新名神高速道路
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② 国道1号バイパス
    （栗東水口道路Ⅰ）・山手幹線

⑨ 新名神高速道路

④ 国道1号バイパス
    （大津山科道路）

⑥ 国道1号バイパス
    （栗東水口道路Ⅱ）

① 国道8号バイパス
    （野洲栗東道路）

③ 国道8号バイパス
   （野洲～近江八幡）

⑧ 大津湖南幹線
    〈守山市小島町～野洲市木部〉

⑦ 国道１号水口道路
　  〈三工区〉
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H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

3億円 5億円 16億円 19億円 32億円
H30年度

52億円
R元年度

66億円
R2年度

66億円
R3年度
56億円

（55.8億円）

R4年度
61億円

（60.7億円）

R５年度 R6年度
82億円

（82.2億円）
54億円
（当初のみ）

国道8号バイパス（野洲栗東道路）に関する国の予算（当初＋補正）を着実に増額しました。
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政府の緊急対応策の5本柱

自民党企業会計小委員長としての活動
自民党の企業会計小委員会の委員長として、上場企業の開示制度に関する議論をとりまとめ
ることができました。
特に、上場企業は、金商法上の「有価証券報告書」と会社法上の「計算書類」という二つの開示
制度があり、実務的に大変煩雑なものとなっていること、また開示内容が充実している「有価証
券報告書」は、株主総会が開催された後に開示されることが実務的な慣行となっていることに
ついて、国際的には例がない制度であり、市場関係者からは「改めるべき」という指摘が何十年
も前から指摘されてきたところです。今後、有価証券報告書と計算書類の一体的開示、また有
価証券報告書の株主総会前の開示に向けて、段階的
に促進策が講じられることとなりました。
また、有価証券報告書にサスティナビリティ情報が
段階的な開示と保証、コーポレート・ガバナンス改革
の更なる推進、のれんの会計基準のあり方について
も積極的に議論を行い、一定の結論を得ることがで
きました。

日本の産業と雇用、あなたの暮らしを守り抜く。
相談体制の整備1
影響を受ける企業への資金繰り、支援強化2

雇用維持と人材育成3
国内の消費喚起策の強化、国民の暮らしの下支え4
産業構造の転換と競争力強化5

あなたの暮らしを守る「物価高対策」

地域の暮らしを豊かに
■ 地域の実情に応じて行う物価高対策（学校給食費支援など）への支援
　重点支援地方交付金6,000億円
■ 低所得世帯向け給付金 3万円/世帯+子ども一人当たり2万円

子育て世帯を豊かに

❷育休給付の充実
■ 育休給付を手取り10割に拡充（現行8割）

❶高校無償化の先行措置
■ 高校生への支援金11万8,800円/人の収入要件を撤廃

※両親ともに育休取得の場合

家計を豊かに
❶所得税減税（総額1.2兆円規模）

❷お米の価格高騰対策
❸ガソリン、電気・ガス料金への対策

■ 一人当たり2～4万円の減税を実施。
■ 課税最低限を160万円に引き上げ

電気・ガス料金への補助 (7～9月)を実施へ
ガソリン価格を10円/ℓ引下げ

農林水産委員会での取り組み

昨年、農水副大臣在任時に特に力を入れていた「食料システム法」を成立させることができ
ました。
これまで、農畜産物の価格は川下ほど価格交渉力が強い状況において、資材等の再生産コスト
が高騰し、生産コストが増加してもそれを農畜産物の価格に転嫁しにくく、農業者がコストの増
大分を負担する結果となっていました。
そこで、農産物のコスト指標を設定して合理的なコストの見える化を行う等の環境整備を行
い、取引の各段階で合理的な費用が適切に価格に転嫁され、食料システムの各段階の担い手
の事業が持続可能になることを目指すものです。今後、価格転嫁や商慣習についての実態調
査や各段階での合意形成の促進など、法律の運用をチェックしてまいります。

改正森林経営管理法を成立させることができました。
森林経営管理法がスタートして５年経過しましたが、制度活用の必要な市町村の９割超で制度
に基づく取組みを開始した一方で、林業経営体への森林の集積・集約化はまだまだ進んでいな
い現状です。
改正法は、地域の関係者で森林経営の将来像を話し合う「集約化構想」の新設や、制度の運営
を担う市町村の負担軽減を内容とするものです。
新たな森林経営管理法に基づいて、滋賀県をスマート林業の先進地域として発展させていき
たいと考えております。

●食料システム法

●改正森林経営管理法

引き続き、国民生活への影響を注視し、 躊躇なく追加的に必要な対応を実施していきます。
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昨年秋の第50回衆議院総選挙におきまして、皆さま方のおかげで五期目の議席を預からせ
ていただくことができましたこと、心から感謝申し上げます。
私は現在、自民党では金融調査会のインナーや企業会計小委員会の委員長、衆議院では環境
委員会の理事、農林水産委員会、消費者問題特別委員会の委員として活動させていただいて
おります。
我が党は現在、少数与党として厳しい国会運営を余儀なくされておりますが、重要法案を一
つでも多く成立させ、施策を前に進めなければなりません。私が所属している農林水産委
員会では、農産物価格に合理的なコストを適切に反映するための「食料システム法」を成立
させることができました。この法律は、農林水産副大臣として原案の策定に深く携わった思
い入れの強い法案でしたので、この法案の成立は大変感慨深いものがありました。
また、党の企業会計小委員会の委員長として、公認会計士の実務経験を生かし、上場企業
の有価証券報告書と計算書類の一体開示、総会前開示を実現するための施策に取り組ん
でおります。
さらに、党の外国人との秩序ある共生社会実現に関する特命委員会において、近年問題と
なっている外国人による水源地の取得、在留外国人の不適正な国民健康保険の適用、簡易な
外免切り替えなど、日本の国際化に関する多くの課題について精力的に議論をしております。
地域の課題につきましては、名神名阪連絡道路、大津山科バイパス、国道8号バイパスの早期
共用などのインフラ整備の他、再現性のある標準的手法を活用した有機農業の推進やスマー
ト林業の普及を地元滋賀県で実現できるよう汗をかいてまいります。

実務経験を活かし、様々な施策に取り組んでいます。


